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2024 年度 MFJ モーターサイクルスポーツ殿堂顕彰者が決定 

 
 

一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）は、日本のモーターサイクルスポーツの歴史を後世に伝え、輝
かしい実績のあった選手ならびに関係者を顕彰するため、2018 年度より「MFJ モーターサイクルスポーツ殿堂」を設立いた
しました。 

本年は功労者部門を対象として成田 省造氏、万澤 安央氏を選出させていただきました。顕彰式は 2024 年 12 月
21 日(土)に日経ホール（東京都千代田区）で開催される MFJ MOTO AWARDS 2024 にて実施予定です。 
 
◆2024 年度 MFJ モーターサイクルスポーツ殿堂 顕彰者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  成田 省造 氏                   万澤 安央 氏 
 
◆選考理由 

トライアル競技は、世界中で高いレベルにまで発展を遂げているが、その礎を築かれたのは、この競技の魅力、競技規
則、車両開発、そして何より、多くの主催者、競技役員そしてライダーたちのたゆまぬ努力の賜物である。 

特に、我が国におけるトライアル競技の発展には、成田省造氏と万澤安央氏（故）の貢献は特筆に値する。両名が、
未開の地であった日本のトライアル界に光を当て、競技会の開催や国際的なレベルの競技会を開催できる土台を作る
数々の功績を残された。両氏の多大なる貢献のおかげで、日本のトライアル競技が世界でも認められる存在となったことを
称え、ここに顕彰する。 

 
MFJ モーターサイクルスポーツ殿堂評議会 

委員長 大久保 力 
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成田 省造（なりた しょうぞう）氏 1944 年生／福島県出身 

 
一部のモーターサイクル愛好家達が自己流の不整地走破を楽しみ、集い合いからトライアル競

技を模倣し始めたのが、日本のトライアル競技を形成する源であり、当時から当競技の魅力を

多くのライダーに啓発と自己の競技技量向上に研鑽し、国際級トライアルライダーの地位につ

いたトライアル競技の創始期から活躍したライダーである。プライベートライダーからホンダのトライ

アル特別講師として斯界の普及に励み、1973 年にはホンダ TL125 で SSDT＝スコティッシ

ュ 6 日間トライアルに万澤 安央氏とともに日本人ライダーが初めて日本車で出場を果たし完

走、セカンドクラス入賞。万澤氏の日本での同競技普及プランに参画し、1977 年、岩手県

で「第一回イーハトーブ 2 日間トライアル」の開催に協力して日本のトライアル競技の普及急伸

の端緒となった。 

 

万澤 安央（まんざわ やすお）氏 1947 年生／東京都出身 

 
一般ライダーにも耳新しいトライアルの名称・意味の説明から自分らの行動を知ってもらう努力

に傾注する正に斯界の創始期から活躍し、今日への普及に尽力されたファウンダーの代表的

ライダーであり、フリージャーナリストとしても幅広い活動で、本邦のトライアル競技の普及に尽力

した。1973 年に TL125 で SSDT＝スコティッシュ 6 日間トライアルに参戦し、正に百年を超

す世界的ビッグイベントの耐え難き苦難と自然との共生が全身に染みこみ「この感動を日本で

も！」の具現化は［イーハトーブトライアル］の名称になって、今日まで 47 年続くトライアル競

技イベントの創始者である。日本及び諸国のトライアル競技は、今や山野の自然地をコースと

するものから人工的に障害物を配した屋内屋外での開催など多岐に亘るが、万澤氏が創始の

イーハトーブトライアルは、「自然・楽しみ・適宜な試練・誰でも参加できる」ことを重視した内容

で、彼が企画主催するイベントはこの内容を基本とし、イベントを通してトライアルの普及を計る

斯界の普及は大きな功績である。 

 
●MFJ モーターサイクルスポーツ殿堂 概要 

目的  ・ 日本のモーターサイクルスポーツの歴史を後世に伝える 
・ 輝かしい実績のあった選手・関係者を顕彰する 
 

役割  ・ 過去に功績のあったライダー・関係者等を殿堂入りとして顕彰すること 
・ 殿堂入りの基準を定め、候補者を選抜すること 
・ 過去の競技結果・映像・画像・歴史の収集 
・ 専用ホームページの設置・更新 

 
MFJ 殿堂評議会：委員長 大久保 力 副委員長 森脇 南海子 

委員   坪内 隆直 委員     隠岐 直廣 
  
●MFJ モーターサイクルスポーツ殿堂 過去の顕彰者 

2018 年度 高橋 国光 氏、伊藤 光夫 氏 
2019 年度 本田 宗一郎 氏、吉村 秀雄 氏 
2021 年度 久保 和夫 氏、鈴木 忠男 氏、山本 隆 氏、吉村 太一 氏 
2022 年度 藤井 璋美 氏 
2023 年度 新井 理夫 氏、酒井 文人 氏、西山 秀一 氏、石塚 秀男 氏 
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